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２００３・２・２�　男女平等参画　チケットインフォメーション 広報

●電話予約
芸術文化センターò47－5122
●窓口販売 芸術文化センター／三
鷹市美術ギャラリー／三鷹市公会堂
※学生券をお求めの方は当日学生

証を拝見します。
●販売時間・休館日
10：00～19：00  月曜日休館。
●プレイガイド
チケットぴあ ò03－5237－9999

財団主催の全公演のチケットが１
割引（割引は２枚まで）で購入でき、
優先予約日があるので、より良い席

でお楽しみいただけます。また、発
売日より前に情報誌を送りますの
で、公演情報を漏れなく知ることが
できます。年会費は2,000円です。
くわしくは芸術文化センターò47－
5122へ。

２月22日—15:00開演
全席指定／会員＝2,000 一般＝
2,500 学生＝1,300
曲目／ベートーヴェン：ピアノ・ソ
ナタ第23番「熱情」、ショパン：バ
ラード第３番変イ長調　ほか　　
東京とパリを拠点に活躍し、小学

校時代は三鷹でも過ごした若手ピア
ニスト、横山幸雄。今回のリサイタ
ルではショパンやリストの名曲を集
めたプログラムに加え自作曲もお届

けします。横山幸雄の新しい１ペー
ジにご期待ください。

２月23日À14:00開演
全席指定／会員＝2,000 一般＝
2,500 学生＝1,300 終演後の交流
パーティ（40人・要予約）＝3,000
出演／トウキョウ・ウインズ（岩佐
和弘[Fl] 和久井仁[Ob] 赤坂達三
[Cl] 藤田旬[Fg] 小川正毅[Hr]）田
中靖人（Sax） 白石光隆（Pf）
曲目／フランセ：恋人たちのたそが
れ、ビゼー（長生淳編曲）：アルル
の女　ほか
人気のクラリネット奏者赤坂達三

ら、日本を代表する若手奏者による
木管五重奏団「トウキョウ・ウイン
ズ」に、トルヴェール・クァルテッ
トの田中靖人と、ピアノの白石光隆
が加わります。美しい木管楽器の解
け合う音色と、それを支えるピアノ
の澄んだ音色をお楽しみください。

３月15日—18:30開演（ＴＭＰ出演
は19:00）
全席指定／会員＝2,700 一般＝
3,000 学生＝1,500
出演／沼尻竜典（指揮） 丸山泰雄
（チェロ）澤村康恵（クラリネット）
トウキョウ・モーツァルトプレーヤ
ーズ（ＴＭＰ、管弦楽）
曲目／ハイドン：チェロ協奏曲ニ長
調、モーツァルト：クラリネット協
奏曲 イ長調、交響曲第40番 ト短調
モーツァルトの最高傑作の一つク

ラリネット協奏曲と、ハイドンのチ
ェロ協奏曲をＴＭＰ首席奏者のソロ
でお届けします。また、今回も沼尻
さんがアドヴァイザーを務め、ＴＭ
Ｐの首席奏者がトレーナーを務める
「みたかジュニア・オーケストラ」
によるプレ・コンサートを行いま
す。本公演のチケットをお持ちの方
がご入場いただけます。

３月１日—16:00開演
全席指定／会員＝3,150 一般＝
3,500
出演／能「杜若

かきつばた

」観世清和　ほか
狂言「蚊相撲」 山本東次郎　ほか
解説／片桐登（元法政大学教授）
観世流二十六世宗家、観世清和の

出演で伊勢物語を題材にした美しい
幻想的な世界「杜若」などをお届け
します。開始前にはわかりやすい解
説もありま
す。（11:00
～15:00ま
では、“三
鷹市能楽愛
好会”によ
る番組もあ
り、「みた
か弥生能」
のチケット
でご覧にな
れます）。

チケットインフォメーション
三鷹市芸術文化振興財団
（三鷹市芸術文化センター内）

ò47-5122
http://mitaka.jpn.org/

チケットのお求め方法

友の会ＭＡＲＣＬ（マークル）

芸術文化センター風のホール

★ウィークエンド・マチネ・シリ
ーズ12 トウキョウ・ウインズ
VS 田中靖人 VS 白石光隆

★沼尻竜典＆トウキョウ・
モーツァルトプレーヤーズ29

「2003 名曲コンサート」

★横山幸雄　ピアノ・リサイタル

三鷹市公会堂

●「第十四回　みたか弥生能」

★印の公演には託児サービスが
あります。公演日の２週間前の同
曜日までに、電話で芸術文化セン
ターへお申し込みください。料金
500円／対象：１歳半～未就学児／
定員10人

三
鷹
市
社
会
福
祉
協
議
会
主

催
。
対
象
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
関
心
の
あ
る
方
。

▽
２
月
13
日
œ
・
27
日
œ
午
後
２

時
〜
４
時
、
み
た
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ

１
月
22
日
に
都
道
府
県
会
館
で
行

わ
れ
た
表
彰
式
に
は
、
丸
池
の
里

わ
く
わ
く
村
の
井
上
利
明
村
長
ら

解
す
る
心
を
養
う
た
め
の
基
礎
講

座
。

▽
２
月
13
日
œ
・
19
日
Œ
・
26
日

Œ
、
３
月
３
日
Ã
、
18
日
Õ
の
い

ず
れ
も
午
前
10
時
〜
正
午
、
市
役

所
第
二
庁
舎
４
階
会
議
室
で
。
講

師
は
、
日
本
精
神
衛
生
学
会
理
事

長
で
臨
床
心
理
士
の
高
塚
雄
介
さ

ん
。

▼
２
月
３
日
Ã
か
ら
、
み
た
か
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
U
ò
76
―
１

２
７
１
へ
申
し
込
む
。先
着
30
人
。

三
鷹
市
社
会
福
祉
協
議
会
主

催
。
対
象
は
市
内
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
し
て
い
る
方
。
自
分
自

身
の
人
間
観
を
深
め
、
他
人
を
理

ア
セ
ン
タ
U
で
（
ほ
か
に
団
体
・

施
設
な
ど
で
１
日
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

体
験
あ
り
）。

▼
２
月
12
日
Œ
ま
で
に
、
同
セ
ン

タ
U
ò
76
―
１
２
７
１
へ
申
し
込

む
。
先
着
20
人
。

が
出
席
し
ま
し
た
。

同
表
彰
は
、
住
民
の
積
極

的
な
参
加
を
得
な
が
ら
地
域

の
特
性
を
活
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
先
進
的
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
市
町

村
を
表
彰
す
る
も
の
。
平
成

９
年
か
ら
地
域
の
み
な
さ
ん

が
、
ワ
U
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式

で
丸
池
の
復
活
プ
ラ
ン
づ
く

り
に
取
り
組
み
、
市
が
こ
の

プ
ラ
ン
を
受
け
て
整
備
し
、

開
園
さ
せ
た
丸
池
公
園
が
そ

の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

ワ
U
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
た

メ
ン
バ
U
の
み
な
さ
ん
は
「
丸
池

の
里
わ
く
わ
く
村
」
を
結
成
し
、

隣
接
し
た
土
地
に
つ
い
て
再
び
ワ

U
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
プ
ラ
ン
作
り
を

し
た
り
、
近
隣
小
学
校
の
総
合
学

習
の
案
内
役
に
な
っ
た
り
、
定
例

の
清
掃
な
ど
を
自
主
的
に
行
う
な

ど
活
発
な
活
動
を
続
け
て
い
ま

す
。

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基
礎
講
座

■
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

基
礎
講
座

市
が
平
成
３
年
１
月
か
ら
作
成

し
て
き
た
「
三
鷹
市
女
性
人
材
リ

ス
ト
」
は
、
こ
れ
ま
で
審
議
会
な

ど
委
員
へ
の
女
性
の
登
用
促
進

や
、
講
演
会
講
師
の
選
定
時
な
ど

に
広
く
活
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

今
回
こ
れ
を
改
定
し
、
内
容
を

更
新
す
る
と
と
も
に
、
一
部
、
男

性
も
登
録
の
対
象
に
し
て
、
人
材

リ
ス
ト
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
り

ま
す
。

新
た
に
登
録
を
希
望
す
る
方

の
、
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

◆
登
録
の
要
件

市
内
在
住
・
在

勤
の
方
で
、
次
の
fl
〜
‚
の
い
ず

れ
か
に
当
て
は
ま
る
方
。
fl
三
鷹

市
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
関
心

が
あ
り
、
積
極
的
な
参
画
意
識
が

あ
る
女
性
、
‡
地
域
で
意
欲
的
に

活
動
し
て
い
る
女
性
、
·
文
化
、

教
育
、
芸
術
、
ス
ポ
U
ツ
、
そ
の

ほ
か
の
専
門
分
野
に
お
い
て
、
専

門
的
知
識
や
活
動
実
績
が
あ
る
女

性
、
‚
男
女
平
等
問
題
に
つ
い
て

知
識
・
経
験
を
有
す
る
女
性
・
男

性▼
２
月
17
日
Ã
ま
で
に
、
企
画
経

営
室
へ
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は

登 録 者 募 集登 録 者 募 集登 録 者 募 集登 録 者 募 集登 録 者 募 集登 録 者 募 集登 録 者 募 集登 録 者 募 集登 録 者 募 集登 録 者 募 集登 録 者 募 集登 録 者 募 集登 録 者 募 集登 録 者 募 集登 録 者 募 集登 録 者 募 集登 録 者 募 集

を
ビ
デ
オ
レ
タ
U
に
ま
と
め
て

届
け
て
は
」
と
い
う
意
見
が
出

て
き
た
の
で
す
。
そ
し
て
、
グ

ル
U
プ
の
発
表
を
お
互
い
に
撮

り
合
お
う
、
ビ
デ
オ
は
ど
こ
か

ら
調
達
す
る
か
、
撮
る
た
め
の

練
習
が
必
要
だ
と
か
、
ど
ん
ど

ん
話
が
盛
り
上
が
っ
て
い
き
ま

し
た
」
と
、
担
任
の
重
野
悦
子

先
生
。

「
総
合
的
な
学
習
」
は
始
ま

っ
た
ば
か
り
な
の
で
、
先
生
が

た
は
毎
回
の
単
元
の
開
発
に
は

苦
労
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

子
ど
も
を
学
校
の
外
に
出
す
こ

と
へ
の
不
安
も
あ
り
ま
す
。

「
で
も
、
子
ど
も
は
現
場
に
出

さ
れ
る
と
力
を
発
揮
す
る
も
の

で
す
。
教
師
も
子
ど
も
の
新
し

い
面
を
発
見
し
、
子
ど
も
を
多

面
的
に
見
る
目
を
育
て
ら
れ
ま

す
。
そ
し
て
何
よ
り
、
教
室
を

出
て
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
人
と

出
会
い
、
視
野
が
広
が
っ
て
い

く
こ
と
は
、
教
師
に
と
っ
て
も

純
粋
に
楽
し
い
で
す
」
と
の
こ

と
。今

後
、
各
学
校
で
ど
ん
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
展
開
さ
れ
て
い
く

の
か
、
期
待
さ
れ
ま
す
。

「
お
兄
ち
ゃ
ん
、
お
姉
ち
ゃ
ん
」

と
慕
わ
れ
て
、
帰
り
道
は
み
ん

な
、と
て
も
満
足
そ
う
で
し
た
。

こ
の
日
の
活
動
は
、
子
ど
も

た
ち
が
「
自
分
を
認
め
、
互
い

の
生
命
や
人
格
を
大
切
に
す
る

気
持
ち
を
育
て
る
」
こ
と
を
テ

U

マ
と
し
た
総
合
的
な
学
習

「
み
ん
な
の
宝
物
」（
全
16
時
間
）

の
１
コ
マ
で
す
。
保
育
園
で
の

実
習
は
、
だ
れ
も
が
愛
情
を
か

け
て
育
て
ら
れ
た
こ

と
を
認
識
す
る
と
同

時
に
、
自
分
が
小
さ

な
子
に
喜
ば
れ
る
ほ

ど
成
長
し
た
こ
と
に

自
信
を
も
つ
ね
ら
い

三
鷹
市
が
、
日
本
工
業
新
聞
社

の
主
催
す
る
第
２
回
電
子
自
治
体

大
賞
の
市
・
区
部
門
優
秀
賞
を
受

賞
し
、
１
月
29
日
に
幕
張
メ
ッ
セ

で
授
賞
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
賞
は
、
国
民
が
真
の
豊
か

さ
と
利
便
性
を
享
受
す
る
た
め

に
、
Ｉ
Ｔ
（
情
報
技
術
）
に
よ
る

自
治
体
の
電
子
化
の
支
援
を
目
的

と
し
て
創
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。

三
鷹
市
が
第
２
回
電
子
自
治
体
大
賞

「
市
・
区
部
門
優
秀
賞
」
を
受
賞

な
ど
の
体
験
活
動
を
と
り
入
れ

た
授
業
。
‚
両
親
や
近
所
の
人
、

保
育
園
の
先
生
な
ど
に
自
分
が

生
ま
れ
た
と
き
や
乳
幼
児
の
こ

ろ
の
こ
と
を
取
材
し
、
新
聞
や

紙
芝
居
に
ま
と
め
て
読
み
合

う
。
„
保
育
園
実
習
。
‰
お
世

話
に
な
っ
た
人
に
学
習
報
告

（
予
定
）。
一
連
の
授
業
に
は
保

護
者
も
積
極
的
に
参
加
し
、
助

産
師
を
招
い
て
の
授
業
に
は
父

親
も
含
め
25
人
の
保
護
者
が
参

観
し
た
り
、
保
育
園
実
習
で
は

担
任
の
補
助
を
し
ま
し
た
。

こ
の
学
習
の
な
か
で
興
味
深

い
点
は
、
子
ど

も
た
ち
が
１
つ

の
課
題
を
終
え

る
た
び
に
「
次

は
何
を
す
る
べ

き
か
」
を
考
え
、
話
し
合
い
、

自
分
た
ち
自
身
で
次
の
行
動
を

決
定
し
て
い
く
点
で
す
。

「
例
え
ば
、
最
後
に
教
室
で

行
う
報
告
会
に
下
連
雀
保
育
園

の
先
生
が
た
も
招
待
す
る
予
定

で
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
か
ら

「
保
育
園
の
先
生
は
忙
し
い
か

ら
、
教
室
に
来
る
時
間
が
な
い

か
も
し
れ
な
い
。
メ
ッ
セ
U
ジ

を
行
う
も
の
で
す
。
市
内
の
小

中
学
校
で
は
、
す
で
に
平
成
11

年
度
か
ら
順
次
、
各
校
の
教
育

方
針
に
沿
っ
て
特
色
あ
る
授
業

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

七
小
で
は
、
い
じ
め
や
不
登

校
、
キ
レ
る
子
な
ど
現
代
の
子

ど
も
の
問
題
を
ふ
ま
え
て
３
年

生
向
け
に
今
回
の
テ
U
マ
を
考

え
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
学
習

経
過
は
次
の
と
お
り
で
す
。

fl
病
気
と
闘
う
超
未
熟
児
の

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
ビ
デ
オ
を
見
て

意
見
を
交
換
し
、
「
赤
ち
ゃ
ん

は
ど
う
し
て
産
ま
れ
る
の
か
」

を
調
べ
る
こ
と
に
す
る
。
‡
助

産
師
に
質
問
と
ゲ
ス
ト
テ
ィ
U

チ
ャ
U
依
頼
の
手
紙
を
送
る
。

·
助
産
師
に
よ
る
生
命
の
仕
組

み
に
つ
い
て
の
解
説
や
、
聴
診

器
で
友
達
と
心
音
を
聴
き
合
う

１
月
21
日
、
第
七
小
学
校
３

年
３
組
の
児
童
33
人
が
下
連
雀

保
育
園
を
訪
れ
ま
し
た
。
０
〜

５
歳
の
部
屋
を
順
番
に
案
内
さ

れ
た
後
、
「
じ
ゃ
あ
、
外
で
一

緒
に
遊
ん
で
あ
げ
て
」
と
言
わ

れ
、
園
児
と
一
緒
に
庭
に
出
ま

す
。
小
学
生
た
ち
は
は
じ
め
戸

惑
っ
た
も
の
の
、
20
分
も
す
る

と
砂
場
で
ケ
U
キ
を
作
っ
て
あ

げ
た
り
、
人
を
集
め
て
鬼
ご
っ

こ
や
「
だ
る
ま
さ
ん
が
こ
ろ
ん

だ
」
を
始
め
た
り
、
両
手
に
園

児
を
連
れ
て
一
緒
に
逃
げ
た

り
、各
自
が
や
り
方
を
見
つ
け
、

園
児
も
大
喜
び
で
歓
声
を
あ
げ

ま
す
。
初
め
て
会
っ
た
子
に

で
す
。

今
年
度
か

ら
新
し
い
学

習
指
導
要
領
の
も
と
で

新
設
さ
れ
た
「
総
合
的

な
学
習
の
時
間
（
小
学

校
で
週
３
時
間
、
中
学

校
で
２
〜
４
時
間
程

度
）
は
、
子
ど
も
が
自

ら
課
題
を
発
見
し
、
学

び
、
考
え
る
力
を
育
む

た
め
に
体
験
的
な
学
習

や
問
題
解
決
的
な
学
習

新
川
の
丸
池
公
園
が
「
地
域
づ

く
り
総
務
大
臣
表
彰
　
住
民
参
加

の
ま
ち
づ
く
り
部
門
」を
受
賞
し
、

の
ト
U
ク
シ
ョ
U
な
ど
。

◆
市
内
お
よ
び
近
隣
ア
ニ
メ
制

作
関
連
会
社
に
よ
る
セ
ル
画
の

展
示
・
キ
ャ
ラ
ク
タ
U
商
品
の

販
売
な
ど
。

※
近
隣
区
市
（
武
蔵
野
市
、

杉
並
区
、
練
馬
区
）
に
お
い
て

も
、
ア
ニ
メ
関
係
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
す
る
予
定
で
す
。

く
わ
し
く
は
生
活
経
済
課
ò

内
線
２
５
４
３
へ
。

◆
ア
ニ
メ
作
品
の
上
映

「
キ

リ
ク
と
魔
女
」
（
フ
ラ
ン
ス
ア

ニ
メ
）
の
上
映
、
そ
の
作
者
ミ

シ
ェ
ル
・
オ
ス
ロ
監
督
と
ス
タ

ジ
オ
ジ
ブ
リ
高
畑
勲
監
督
と
の

対
談
。

◆
イ
ン
デ
ィ
U
ズ
ア
ニ
メ
の
上

映

学
生
な
ど
が
自
主
制
作
し

た
短
編
ア
ニ
メ
作
品
の
上
映
お

よ
び
ア
ニ
メ
制
作
会
社
監
督
な

ど
の
講
評
や
参
加
ス
タ
ジ
オ
と

三
鷹
の
森
ア
ニ
メ
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
３

３
月
21
日
è
午
後
１
時
か
ら

三
鷹
市
公
会
堂
で

新
川
丸
池
公
園
が
総
務
省
表
彰
を
受
賞

〜
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
住
民
が
プ
ラ
ン
づ
く
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

「男女平等参画
人材リスト」

電
子
メ
U

ル
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
折
り
返
し
登
録
用
紙
な
ど
を

お
送
り
し
ま
す
。

※
な
お
、
現
在
、
「
三
鷹
市
女

性
人
材
リ
ス
ト
」
に
登
録
し
て
い

る
方
に
は
、
す
で
に
更
新
の
通
知

を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

∞
企
画
経
営
室
ò
内
線
２
１
１

５
・
¿
48
―
１
４
１
９
・
Ｅ
メ
U

ルkikaku@
city.m

itaka.tok
yo.jp

総
合
的
な
学
習
の
時
間
・
第
七
小
学
校

保
育
園
実
習
や
助
産
師
に
よ
る
授
業
で

生
命
の
大
切
さ
を
学
ぶ


